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２月４日（火）白山公民館を会場に、島原市地区日本赤十字社奉仕団（各地区婦人会）の

「非常食炊き出し・健康生活支援講習会」を開催し、２５名が参加しました。

非常食炊き出しでは、飲料水を極力使わないで炊飯できるハイゼックス（包装食袋）を

使った「ひじきご飯」と、「具だくさんだご汁」を大釜を使って作りました。

併せて、「健康生活支援について」と題して、地域の高齢者が

健康的な生活を過ごすための知識、ストレッチや簡易的なマッ

サージの方法を学びました。

参加者からは「今日の講義を聞いて、地域で助け合うことの

大切さを改めて知った。」「自分に出来ることを身近なことから

実践してみようと思う」といった感想が聞かれました。

来年、雲仙普賢岳災害３０年の節目となります。あの時のこと

を忘れず、これからも様々な活動を行っていきます。
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～

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

～

１
月
３
０
日
（
木
）
島
原
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
を
運
営
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
の
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
と
は
、

介
護
予
防
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
同
士

で
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
提
供
し
、
住
民

同
士
の
交
流
や
親
睦
な
ど
を
通
し
て
、
心

身
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
活
動
で
す
。

今
回
の
研
修
会
で
は
活
水
女
子
大
学

阿
南
祐
也
准
教
授
を
お
招
き
し
て
、
「
サ

ロ
ン
で
使
え
る
認
知
症
予
防
」
と
題
し
た

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
の
中
で
は
、
認
知
症
の
症
状
や
そ

の
予
防
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
中
で

も
、
認
知
症
の
前
段
階
で
あ
る
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ

（
軽
度
認
知
障
害
）
」
の
状
態
で
あ
れ
ば
、

正
常
な
認
知
機
能
に
戻
る
可
能
性
が
あ

る
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
何
も
し
な
け
れ

ば
認
知
症
に
移
行
す
る
確
率
が
高
い
の

で
、
適
度
の
運
動
を
す
る
な
ど
の
生
活
習

慣
の
改
善
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
活
動
で
は
、
外
出
し
て
他

者
と
お
喋
り
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知

機
能
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
介
護
予
防
の
た
め
に
今

後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
運
営
し
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

活水女子大学
阿南 祐也 准教授

令和元年１２月１３日（金）市内の介護保険・障害
福祉サービス事業者を対象に、「島原市成年後見
制度利用促進セミナー」を開催しました。

当日は長崎家庭裁判所の信原主任書記官から
の島原半島内の後見制度利用状況に関する情報
提供、あかつき社会福祉士事務所の久重路秀之
介氏に「成年後見制度とは・・・～成年後見制度に
移行するタイミングについて～」と題する講演を
行っていただきました。
講演の中では、参加者同士での事例検討を行
い、皆さんが制度の必要性や後見制度利用のタ
イミングについて学ぶことが出来たようです。

また、事前に福祉専門職を対象に実施した成年
後見に関するアンケート調査結果を報告しました。
調査では「手続きが煩雑」との回答が多く、「利
用を躊躇してしまう」という意見がありました。ま
た、福祉専門職における制度の認知度は高く、約
半数が制度利用の検討を行っている。しかし、利
用につながったのはその約半分にも満たないと
いう結果でした。

これから、必要な人にとって後見制度の利用が
しやすい仕組みづくりに取り組んでいきます。

主催：島原市、島原市社会福祉協議会、島原市包括支援センター、島原市成年後見制度利用促進基本計画策定準備委員会

成年後見制度とは、認知症、知的障害、精神
障害、発達障害などの理由で判断能力が不十
分なために、不動産や預貯金などの財産管理、
介護などのサービスや施設への入所に関する
契約など自分ですることが難しい方。また、
自分に不利益な契約であっても判断ができ
ずに契約を結んでしまい、悪徳商法の被害に
あうおそれがある方など、判断能力の不十分
な方々を保護し、支援するものです。



1
月
12
日
（
日
）
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
安

中
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
を
中
心

に
、
鬼
火
焚
き
が
わ
れ
ん
川
河
川
敷
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
地
域
住
民

の
世
代
間
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
若

い
世
代
へ
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
や
文
化
の

継
承
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

前
日
か
ら
の
準
備
で
は
、
地
元
の
建
設
業

者
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
剪
定
し
た
安

中
梅
林
の
梅
や
竹
を
使
っ
て
、
重
機
で
や
ぐ

ら
を
組
み
上
げ
た
そ
う
で
す
。

当
日
は
地
域
の
三
百
名
を
超
す
住
民
が

正
月
飾
り
や
し
め
縄
等
を
持
っ
て
集
ま
り

ま
し
た
。

五
小
の
年
男
・
年
女
（
五
・
六
年

生
）
の
児
童
達
が
火
を
入
れ
る
と
勢
い
よ

く
炎
が
燃
え
上
が
り
、
竹
が
は
じ
け
る
音

を
聞
き
な
が
ら
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災

を
願
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
お
き
』
（
焼
い
た
炭
）
が
出
来
る
ま
で
の

間
に
は
、
長
寿
会
手
作
り
の
竹
と
ん
ぼ
を

飛
ば
し
て
遊
ん
だ
り
、
婦
人
会
か
ら
は
豚

汁
が
配
布
さ
れ
、
『お
き
』
が
配
ら
れ
る
と
、

石
で
囲
ん
で
網
を
乗
せ
て
、
餅
や
各
自
で

持
ち
寄
っ
た
食
材
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
楽
し
い
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。お

腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
消

火
活
動
で
す
。
平
成
31
年
度
に
再
編
さ
れ

た
“
安
中
地
区
自
主
防
災
会
”
指
導
の
も
と
、

今
年
は
実
際
に
消
火
器
を
使
っ
た
り
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
で
や
ぐ
ら
の
火
消
し
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

安
中
地
区
社
協
の
山
本
事
務
局
長
は

「
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
。
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
活

動
を
通
じ
て
幅
広
い
世
代
の
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
。
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

～ 地域や福祉のちょっとした疑問を解決 ～

今回のテーマ：高齢者ふれあいサロン

島原市内37か所で行われている「高齢者ふれあい
サロン」のことについて理解していきましょう！

答えは裏面の左下に記載しております。
詳しい解説を社協公式ＳＮＳに掲載して
おりますので、そちらもぜひチェック！

Ｑ１．高齢者ふれあいサロンの参加条件は？

①ひとり暮らし高齢者
②介護認定を受けた方
③誰でも参加できる

Ｑ２．島原市の地区社協が実施するサロンは、どの
くらいの頻度で開催してる？

①週に１回 ②月に１回 ③半年に１回

Ｑ３．サロンリーダー研修会の記事（右頁）にある
「MCI」の状態から認知症への移行率は１年後で
１０％だそうです。さて、５年後では何％でしょう？

①２0％ ②４０％ ③６０％

令和元年度 実績報告

令和元年度 赤い羽根共同募金

島原市支会 募金実績額
戸別募金 5,767,700円
事業所募金 861,500円
職域募金 195,090円
街頭募金 46,701円
学校募金 580,670円
イベント募金 19,143円
その他募金 602,747円

計 8,073,551円

多くの方のご協力に感謝します。
頂いた募金は島原市の地域福祉活動
のために活用させていただきます。

前号（No.54）の「みんなしっちょる?!」において、解答の
記述に誤りがありました。 『 誤 Q1.③ → 正 Q1.② 』
ご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。

皆さん「地区社協」をご存じですか？島原市で

は７地区の地区社協があり、住民の皆さんが協力
して地域福祉活動を行っています。それぞれの地
区社協では、工夫をこらした特色ある活動をなさ
れています。

このコーナーでは市社協の職員が各地区社協の
活動や様々な取り組みの様子・活動されている役
員さんの声を紹介していきます。
今回は安中地区社協の「鬼火」です。



社
協
心
配
ご
と
相
談
所

島
原
市
社
協
で
は
生
活
に
関

す
る
様
々
な
困
り
ご
と
に
つ
い

て
無
料
で
相
談
で
き
る
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
担
当
の
職

員
が
丁
寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

・
開
所
日

月
～
金
曜
日

（
祝
祭
日･

年
末
年
始
を
除
く
）

・
開
所
時
間

午
前
10
時

～

午
後
３
時

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
64
）
７
０
５
０

🔍 ＃しまばら社協 検索

フェイスブック

公式SNSでは社協だよりに載せられなかった様々な
地域における福祉活動の様子をご覧いただけます。

ツイッター インスタグラム
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令
和
元
年
12
月
1
日
～
令
和
2
年
２
月
10
日

受
付
分

心
温
ま
る
善
意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
種
福
祉
事
業
や
地
域
福
祉
の
推
進
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。(

敬
称
略)

香

典

返

し

一

円

玉

寄

付

温泉とトレーニングルームがあります。温泉の源泉
名は、有明温泉「美人の湯」神経痛や疲労回復、美
肌効果も期待でき、サウナもあります。

開館時間・・・午前１０時００分～午後９時００分
（最終受付 午後８時３０分）

休 館 日・・・毎週火曜日

みんなしっちょる？の答え Q1.③ Q2.② Q3.②

要約筆記とは、聴覚に障がいのある方々の
コミュニケーション方法の一つで、聞こえにく
い人のためにその場の話の内容を書いて通訳
することです。

●期 間：（前期）…毎週土曜日（全２２回）
※午前・午後の計２回開催

令和２年５月１６日～７月２５日
※後期は、令和３年度に開催予定で前期を修了した方

●時 間：１０：００～１５：００
（１２：００～１３：００ 昼休み）

●場 所：島原市福祉センター（霊南一丁目17番地）

●対 象：
・初めての方（要約筆記に興味のある方）
・要約筆記奉仕員養成講座（基礎・応用）修了した方
・要約筆記者移行講座受講者で未登録の方
・要約筆記者登録者で選択科目の受講を希望する方

●受講料：無 料（ただしテキスト代 3,６７0円）

●申込み締切：令和２年５月８日（金）まで

問い合わせ・申込先
島原市社会福祉協議会 電話番号６３－３８５５


